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＜ポイント＞ 

・術前口腔ケアが術後肺炎発症率の低下に関連することを確認 

・医科歯科連携の強化が術後合併症の予防に寄与 
 
＜報道概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜周術期口腔ケアとは＞ 

周術期口腔ケアとは、歯科医師や歯科衛生士が、手術や化学療法などの治療の前後に、

口腔環境を整えるために行う専門的な口腔ケアです。術後肺炎などの合併症を予防する目

的で実施されており、2012 年に保険診療として導入されました。 

 

＜術前口腔ケアの効果とは＞ 

口腔内には、多くの細菌をはじめとする微生物が存在しています。手術前後は免疫力が

低下することに加え、これらの細菌が肺に入り込むことで、術後肺炎を引き起こすことがあり

ます。そのため、手術前に口腔環境を整え、細菌量を減らしておくことが、術後肺炎の予防

につながります。さらに、今回の解析でも、周術期口腔ケアの実施時期のうち、術前口腔ケ

アが、術後肺炎発症率の低下に関連することが明らかになりました。 

 

＜今後の展望＞ 

 今後、術前口腔ケアを「当たり前の医療」として標準化し、より多くの患者さんの術後合併

症の予防と治療成績の向上につなげていきたいと考えております。 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ先 

徳島大学病院口腔管理センター 

担当者 センター長／准教授（病院教授） 青田 桂子 

電話番号 088-633-7352 

メールアドレス aota.keiko[ｱｯﾄ]tokushima-u.ac.jp 

※メールを送信される場合には、[ｱｯﾄ]を@に置き換えてください。 

770-8501 

徳島市新蔵町 2 丁目 24 番地 

電話番号 088-656-7021 

https://www.tokushima-u.ac.jp / 

2009～2024 年に徳島大学病院で実施した約 6 万例の全身麻酔手術を対象に、術後

肺炎発症率の経年変化を調査しました。 

当院では 2012 年から、歯科医師や歯科衛生士が手術前後に行う専門的な口腔ケア

（周術期口腔ケア）を導入し、対象患者を年々拡大してきました。その結果、周術期口腔

ケアの対象患者が増加するにつれて、術後肺炎発症率が低下する傾向が確認されまし

た。さらに、術後肺炎の発症に関連する要因を解析した結果、周術期口腔ケアの実施時

期の中でも、手術前に実施する口腔ケア（術前口腔ケア）が、術後肺炎発症率の低下に

関連することが明らかになりました。 

術前口腔ケアで術後肺炎を防ぐ 

－徳島大学病院・約６万人の患者データから明らかになった効果－ 


